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東京証券取引所は、2024 年１月 18 日に、１月第２週（1 月９日～12 日）の週間投資売買動向を発

表した。同期間に、日経平均株価は 2023年末比で約 2,200円の大幅な上昇を記録しており、今回の買

いの主体と投資部門別の売買規模に注目が集まっていた。 

東証の発表によると、１月第２週は、海外投資家、事業法人が買い越す一方で、個人、信託銀行が

売り越した。 
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（注）現物は東証・名証の二市場、先物は日経 225先物、日経 225mini、TOPIX先物、ミニ TOPIX先
物、JPX日経 400先物の合計 
（資料）ニッセイ基礎研DBから作成 

図表１ 主な週次投資部門別売買動向と日経平均株価の推移 
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１月第２週（1月９日～12日）の投資部門別の売買動向をみると、海外投資家が現物と先物の合計

で１兆 4,456億円の買い越しと、最大の買い越し部門であった。図表２は、海外投資家の売買動向を

現物と先物に分けて集計したものである。中長期資金が多いと思われる現物は 9,557億円の買い越し、

短期資金が多いと思われる先物は 4,899億円の買い越しだった。特に、現物は 2023年４月第２週（１

兆 495億円）以来の買い越し額であり、積極的な買いが入っていたことが考えられる。 

 

 

 図表３は、2023 年末を 100 として、代表的な指数の 2024 年初来の推移をまとめたものである。Ｔ

ＯＰＩＸコア 30の大型株がＴＯＰＩＸをアウトパフォームした一方で、ＴＯＰＩＸ Ｓｍａｌｌや東

証グロース市場 250指数（旧東証マザーズ指数）といった小型株はＴＯＰＩＸをアンダーパフォーム

した。海外投資家は大型株を中心に大幅に買い越しており、市場全体に物色が広がったのではなかっ

たようだ。 

 

 

図表２ 海外投資家は大幅買い越し 

（注）海外投資家の現物と先物の合計、週次 

（資料）ニッセイ基礎研DBから作成 

図表３ TOPIXコア 30（大型株）が指数をアウトパフォーム 

（注）2023年末を 100 として指数化 

（資料）Bloombergから作成 
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一方で、個人は現物と先物の合計で１月第２週（1月９日～12日）に１兆 2,127億円の売り越しと、

最大の売り越し部門であった。 

 

 

 

 

 

 

 図表５は、過去 10 年間の海外投資家と個人の売買動向と日経平均株価リターンの関係を週次でま

とめたものである。赤色は直近 2024 年 1 月第２週の結果である。今年は新 NISA 開始による個人の

日本株投資が注目されていたが、株価上昇時には利益確定売りが優勢となる個人の逆張り傾向は、

2024 年も継続しているようだ。 

 

 

 

  

 

 

 

（注）個人の現物と先物の合計、週次 
（資料）ニッセイ基礎研DBから作成 

図表４ 個人は大幅に売り越し 

図表５ 個人の逆張り傾向は継続 

（注）過去 10年間（14年 1月～24年 1月第２週）の売買動向と日経平均株価リターンの関係。週次。 

（資料）ニッセイ基礎研DBから作成 
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 一方で海外投資家は現物と先物を合わせて、2023 年４月第１週から 10 週連続で買い越し、この間

に日経平均株価は約 4,000 円上昇した。今回も、現物買いに中長期資金の買いがある程度含まれてい

るとすれば、海外投資家の買いは今後数週間は継続する可能性がある。ただし、海外投資家は円安や

金融緩和継続期待等による買いが中心であり、指数自体は上昇しているが、買われているのは大型株

のみというかなり偏った買いの状況となっている。ここから 2 月中旬にかけて、第３四半期決算およ

び 12 月決算企業の決算発表が本格化する。指数の水準が果たして適正なのか、決算発表を通じて個

別の企業業績動向に注目が集まる。 
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お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証
するものではありません。また、本誌は情報提供が目的であり、記載の意見や予測は、いかなる
契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 

図表６ 決算発表スケジュール 

（注）東証上場企業 

（資料）QUICKから作成 




